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令和５年度横浜市社会福祉審議会 議事録 

日  時 令和６年３月25日（月）10時00分～12時05分 

開催場所 横浜市役所18階 みなと１・２・３会議室 

出 席 者 

竹内康洋委員、福地茂委員、長谷川えつこ委員、荒木田百合委員、石井マサ子委員、 

泉今日子委員、内田元久委員、漆原恵利子委員、加藤由紀子委員、木村赳委員、 

佐伯滋委員、高岡徹委員、谷口実委員、早川陽子委員、石渡和実委員、茨木尚子委員

川島通世委員、岸恵美子委員、戸塚武和委員 

欠 席 者 飯山文子委員 

開催形態 公開（傍聴者０人） 

議 題 等 １ 新委員紹介 

２ 専門分科会等からの活動報告 

（１）民生委員審査専門分科会について 

（２）身体障害者障害程度審査部会について 

３ 報告事項 

（１）第５期 横浜市地域福祉保健計画について 

（２）第９期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・ 

認知症施策推進計画の策定について 

（３）第４期 横浜市障害者プランについて 

（４）第２期 横浜市自殺対策計画について 

（５）第５期 横浜市ホームレスの自立の支援等に関する実施計画について 

４ その他 

（１）令和６年度健康福祉局予算について 

（２）令和６年能登半島地震の被災地派遣について 

  

議事要旨 

１ 新委員紹介 

  事務局より、新委員５名の御紹介。 

 

２ 専門分科会等からの活動報告 

（１）民生委員審査専門分科会について 

   石井委員より、民生委員審査専門分科会について報告。 

   ※意見等なし 

 

（２）身体障害者障害程度審査部会について 

   高岡委員より、身体障害者障害程度審査部会について報告。 

   ※意見等なし 

 

３ 報告事項 

（１） 第５期地域福祉保健計画について 

福祉保健課長より、第５期 地域福祉保健計画について報告。 
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※意見等なし 

 

（２） 第９期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・ 

認知症施策推進計画の策定について 

高齢健康福祉課長より、第９期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策

推進計画の策定について報告。 

 

（主な意見） 

 特別養護老人ホームでの介護予防という視点はとても大事。また、待機者については、沈殿

化現象とも言える状態がある一方で、既存施設の空床率は上昇気味であると思われるなか、

うまくマッチングできるような仕組みを機能させていけるとよい。 

 地域包括支援センターの職員の高齢化が進んでいるうえに、仕事量も非常に多い。人材の確

保を検討してほしい。 

 コミュニケーションの不便を抱える障害者等が特別養護老人ホームに入った際のサポート

体制について、対策をお願いしたい。 

 データやＤＸを活用した介護予防や社会参加の促進の取組について、デジタルデバイド（ス

マホが使えない、慣れていない高齢者などの人たちと格差）への対策をお願いしたい。 

 認知症施策について、福祉・サービスに繋がっていない（介護予防・支援に至っていない）

人にもきめ細やかな目配りが必要だと思う。 

 認知症については、チームオレンジの取組があり、全てのケアプラザで取り組んでもらえる

ようにお願いしたい。 

 

（３） 第４期 横浜市障害者プランについて 

障害施策推進課長より、第４期横浜市障害者プランについて報告。 

 

（主な意見） 

 人材不足については、障害者分野も深刻であり、特に小規模やグループホームは死活問題で

ある。加算等含めて国への要望を届けてほしい。 

 障害者差別解消法改正については、学校にも啓発や普及活動をしてもらいたい。教育委員会

などにも働きかけをお願いしたい。 

 災害時に、コミュニケーションの不便を抱える障害者等が安心して避難ができる避難場所の

整備や福祉避難所の見直しをお願いしたい。 

 グループホームの今後について、障害者が高齢になった際の居場所など、中長期的な視点で

考えていただきたい。 

 市街化調整区域内に福祉施設を設置できる現在の制度は、福祉施設の偏在につながり、差別

の助長につながっている。現在の制度を早急にやめるべき。 

 人材不足について、福祉施設の現場を支えている従事者（特に、職員）に光が当たるような

表彰制度を実施するべき。 

 表彰制度を強調するだけの施策にはならないようにしてほしい。現場で従事されている方々

のやりがいや気持ちを大事にしてほしい。 
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 精神病床における１年以上入院患者の割合を公表しなければならなくなったが、制度に疑問

がある。精神病床の入院から地域への移行を進めるという施策の方向性の一方で、地域で受

け入れる人材と場所が足りない。行政としてきちんと追跡し、しっかりと見守るべき。 

 

（４） 第２期 横浜市自殺対策計画について 

精神保健福祉課長より、第２期横浜市自殺対策計画について報告。 

※意見等なし 

 

（５） 第５期 横浜市ホームレスの自立の支援等に関する実施計画について 

生活支援課援護対策担当課長より第５期横浜市ホームレスの自立の支援等に関する実施計画

について報告。 

※意見等なし 

 

４ その他 

（１）令和６年度健康福祉局予算について 

※資料配布のみ 

 

（２）令和６年能登半島地震の被災地派遣について 

 福祉保健課人材育成担当課長より、令和６年能登半島地震の被災地派遣について報告。 

※意見等なし 

 

（その他の意見） 

 市営バスのダイヤの見直しについて、特別養護老人ホームの職員の足に影響がでているとい

う声がある。特別養護老人ホームのような入所施設は、祝祭日に関わらず、早朝や夜間に出

退勤となる勤務形態もあり、影響が大きいが、意図するところは、施設職員だけの問題とし

てではなく、市民の足という観点で、広く市民生活を守る意味合いで捉えて、横浜市として

考えて頂きたい。 

 介護医療院については、経営的にも厳しい状況もあるようだが、一方で、ご家族の助けにな

っているという実態がある。引き続き、情報を集めてうまく付き合っていきたい。 

 能登半島地震については、医師会もJMATという医療チームを派遣した。大規模災害が横浜で

起きたらどうなるのか、それに備えて対応を常日頃から考えている。 

 

 

資料 【資料１】横浜市社会福祉審議会について 

【資料２】横浜市社会福祉審議会委員名簿 

【資料３】専門分科会等からの活動報告 

【資料４】第５期 横浜市地域福祉保健計画について 

【資料５】第９期 横浜市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・ 

認知症施策推進計画について 

【資料６】第４期 横浜市障害者プランについて 
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【資料７】第２期 横浜市自殺対策計画について 

【資料８】第５期 横浜市ホームレスの自立の支援等に関する実施計画について 

【資料９】令和６年度健康福祉局予算概要 

【資料10】令和６年能登半島地震の被災地派遣について 

 


